
「新しいことを知ったり、発見したり。それをみんなに伝えら

れることが楽しいです」と、自由研究の醍醐味について話す、

中村駿希さん。昆虫が大好きで、「２、３歳の頃から、毎年、

カブトムシを捕りに行っていた」と言います。

中でも特に好きなのが、カマキリ。「鎌を持っている姿が格

好良い」という “カマキリ好き“ が高じて観察を続けるうちに、

様々な条件で色が変わる目に興味を持った駿希さん。「どう

して黒い目になったんだろう、と思って始めた」のが、『カマキリ

の黒い目の秘密』の研究でした。公園で採集した５種類の

カマキリの成虫を飼いながら、目の色が変化する時間帯や

明るさ、暗い場所でも狩りが出来るのかどうかなど、６つの

実験を行い、成果や考察をノートに記録しました。

それを研究物としてまとめ、令和４年度の、熊本県内の

児童・生徒の優れた科学研究の展示会 『第82回科学展』

に出品した駿希さん。「研究物は、例えば、目の色が変化し

たところを色で強調するなど、見てもらうための工夫も、自分

で考えました」 。その結果、令和４年11月、最高賞の

『県知事賞』 を受賞。昼夜に及んだ研究と、それをまとめる

真摯な姿勢が実を結びました。

さらに大きかったのが、家族の理解でした。「私たちは、カ

マキリが苦手でして。以前から、卵から孵化させて研究した

いと話していましたので、研究することを許可していませんで

した」という、ご両親。しかし、「小学校生活最後の年でした

ので、好きなことをさせようと思いました。とても嬉しく思って

います」と、今回の受賞を誰よりも喜んでいます。

「元々、将来の夢や目標は特になかった」という駿希さん。

今回の受賞で、「昆虫学者か、生物学者になりたいです」と、

目を輝かせています。

中村 駿希さん
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なかむら しゅんき
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